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次戦(5-6位決定戦)7月4日	 13：00～	 対　インド 記載責任者：女子コーチ　長谷部謙二

女子ホッケー日本代表チーム　ワールドリーグ　セミファイナル
日	 	 	 	 付 2015年7月2日　15:30～16:50

場　　所 ベルギー・アントワープ 天	 	 	 	 	 	 候 晴れ

試	 	 	 	 合 5-8位決定戦 通算結果 ２勝３敗１分

RESULT

Final 1

日本 Third	 Period 1 ベルギー

JAPAN Half-time 1 BELGIUM

First	 Period 0

Name Name

　大　家　涼　子(GK) 	 De	 SCHEEMAEKERE	 Anne-Sophie

SO 4

　坂　井　志　帆 	 CAVENAILE	 Louise

　中　川　未由希(	 C	 ) 	 FOBE	 Aline

　大　塚　志　穂 	 De	 GROOF	 Stephanie

　林　　なぎさ 	 RAES	 Anouk

　中　島　史　恵 	 VANDERMEIREN	 Judith

　加　藤　彰　子 	 PUVREZ	 Emma

　柴　田　あかね 	 van	 LINDT	 Lieselotte(	 C	 )

　三　橋　亜　記 	 SIMONS	 Megane(GK)

　及　川　　　栞 	 GERNIERS	 Alix

　阪　口　真　紀 	 SINIA	 Emilie

　西　村　綾　加 	 VERSAVEL	 Louise

　永　井　友　理 	 NELEN	 Barbara

　永　井　葉　月 	 D'HOOGHE	 Aisling(GK)

　浅　野　祥　代(GK) 	 VANDEN	 BORRE	 Stephanie

　小　野　真由美 	 SIMONS	 Manon

　真　野　由佳梨 	 WAGEMANS	 Caroline

　山　本　由佳理 	 BOON	 Jill

Head	 Coach 永　井　祐　司 Head	 Coach KINA	 Pascal

UMPIRE ADENOT	 Claire(FRA) UMPIRE KANG	 Hyun	 Young(KOR)

Name Score Name Score

及川　栞 1-0

De	 GROOF	 Stephanie 1-1

　ワールドリーグセミファイナルベルギー大会は、27日までに予選リーグを消化し、30日のクォーターファイナルの結果により、上位４カ国は、オランダ(WR1)、

オーストラリア(WR2)、ニュージーランド(WR4)、韓国(WR9)となった。日本は、クォーターファイナルに於いてニュージーランドに破れ5-8位決定戦にまわることに

なった。日本は、5-6位決定戦の切符をかけ、地元ベルギー(WR12)と対戦した。

（第1クォーター）

　日本のセンターパスにより試合が開始される。立ち上がりからペースを掴みたい日本は、相手ボールに対し、積極的にプレッシャーをかけ優位に試合を進めようと

試みる。しかしながら、ベルギーも日本のプレスを回避するためにスクープを多用しながら試合を進めていく。さらに、７分過ぎから縦パスを通され始めた日本は、

相手に試合を支配されながらも我慢のホッケーが続く。危ない場面もあったが、小野を中心に粘りつよく対応しピンチを切り抜ける。

（第2クォーター）

　18分、レフトプレスから奪ったボールを、加藤から中島につなぎ、中島がドリブルで二人を抜き去りPCを取得。このチャンスを及川が直接右下に決める鮮やかな

シュートで先制する。これで波にのりたい日本であったが、相手SWからのロングボールに苦戦し、なかなかペースをつかめない。22分、FHよりサークルへ直接打ち込

まれたボールからPCを奪われる。このピンチに第一シュートが、やや高いと思われたがゴールインの判定により同点にされ１－１で前半を終了。

（第3クォーター）

　サイドが変わりベルギーのセンターパスにより試合が開始される。32分、レフト側のFHより柴田がサークルインしようと試みるが、相手DFに押し戻され、そのこぼ

れ球を大塚がセンタリング。このボールに加藤が反応しシュートを狙うがGKに防がれリバウンドとなり中川がシュートするが枠を捉えることができない。なおも、日

本のチャンスは続く、35分には及川、36分には加藤がシュートを狙うが決めることができない。38分には永井友理のセンタリングをゴール前で真野がシュート。これ

がPCとなるが決まらない。40分にも三橋がライト側より回り込み、大塚のシュートも枠を捉えることができない。45分、西村から前線の加藤へパスが渡ると、中島、

永井友理とパスが渡るがチャンスを決めきることができない。

（第4クォーター）

　ベルギーの選手の足がとまり、日本ペースで試合が進む。50分、セットプレーから及川がサークル内へボールを入れる。このボールに大塚が反応しタッチシュート

するがGKにヘルメットにあたり追加点が奪えない。53分から４本のPCを取得するも決まらず。55分、大塚がレフト側からセンタリング。このボールに三橋が飛び込み

タッチシュートするが、惜しくもポストに当たる。逆にカウンターからPCを奪われピンチとなるがGK浅野を中心に粘りつよく対応しピンチを切り抜け１対１の同点の

ままSO戦へと進む。

(SO)

１番手：中島に対しGKの故意の反則によりPSとなる。このPSが規定以上引きずったとなりノーゴール。日本は、続く山本、柴田、永井友理、加藤が決めた。

一方、相手に対し、GK浅野が２名のSOを防ぎトータル4対2で日本が勝利した。なお、SO戦に於いては、ビデオ判定が４回、そのうち３回の判定がくつがえった。
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PC数


